
在宅高齢者の看護アセスメント支援プログラムソフト 

心不全および認知症患者の急増が心配される中、救急医療の現場も圧迫されています。 
多くの高齢者が持病があっても、急性増悪による緊急入院を繰り返すことなく、 

自宅でこれまで大切にしてきた生活を可能な限り維持しながら、生活できるために！ 
 

高齢者の心肺機能および認知症/せん妄症状をアセスメントするための医学的知識を含めた 
看護支援プログラムソフトは、これらのことに貢献できます。 
 

看・看連携の推進（医学的情報の共有） 
高齢者の身体が発するサインズから病態をアセスメント 
 高齢者の心不全などによる再入院の予防 
 認知症による症状の変化を見逃さない 
 せん妄症状と認知症症状の違いを見極める 
 ACP：Advance Care Planningの推進 など 

急性増悪による緊急入院は、苦しい体験が重なるだけでなく、心臓にも良くない。 
だから、緊急入院にならないためのケアが必要。そんなことを願い、実際に急性増悪の予防に従事して 
きた訪問看護師の看護実践と知恵を終結した在宅高齢者看護支援プログラムソフトを開発しました。 

私は、神戸大学大学院保健学研究科の療養支援看護学分野において、慢性看護
特に在宅高齢者に関する研究に長年取り組んでまいりました。病院と在宅をつなぎ
たい。臨床で活用できる研究をしたい、病院と在宅との隙間、研究と臨床との隙間を
可能なかぎり、なくしたいという思いで、上記のメンバーと共に事例検討を重ねてま
いりました。そして、何ができれば、急性増悪を予防でき、在宅療養の継続を支援で
きるのかについての看護アセスメントおよび看護実践内容を抽出し、このソフトを開
発いたしました。 

          一般社団法人生活者支援ネットTARUS 代表理事：多留ちえみ 



ご利用者様 
在宅療養者 

看護支援 
プログラム 

訪問看護師 
事業所ID 
看護師ID 

大切にしたい生活習慣を伝える 
身体が示すサインズの把握に協力 
気づいたこと、気になったことを 
訪問看護師へ伝える 
セルフケア力UP! 

病院の看護師 
訪問看護事業所より担当看護師へIDを付与 
在宅での看護支援内容を確認できる！ 

質問項目を意識しながら確認 
ソフトが示す看護アセスメントを 
考慮しながらケアを実践 

利用者様及び家族の情報を質問
項目に沿ってYes/Noで入力 

意図的に次に観察すべき質問が
追加表示され、その観察の必要性

と看護アセスメントが表示 
看護アセスメント力がUP！ 

 最初は、たくさん入力しないといけないと思って戸惑ったけど、今まで観察してい

なかったなと思うことが多くあった。 

 症状から病態を考えられるようなPDFが多くあるから、勉強するきっかけになった。 

 利用者の方の症状から何が起こってるのかを考えられるから助かる。など 

使ってみての感想 

訪問看護師 

病院の看護師も在宅療養中のケア内容を見ることができます。 

問い合わせ先：活用方法などの詳細については、以下をご参照ください。 
 
  ホームページアドレス ：https://www.tarus.or.jp/ 
  問い合わせメール   ：chiemitaru@tarus.or.jp 
 

  一般社団法人生活者支援ネットTARUSは、非営利団体であり、本法人の内容にご賛同いただき、 

  賛助会費によって運営しています。 

まずは、1ヶ月間の無料トライヤル期間をご利用ください。 
観察とアセスメントとの関連等、教育にも活用できます。 

本プログラムソフトは、株式会社プロアシストに作成を依頼しています。 
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